
第 31 回有害・医療廃棄物研修会の開催のお知らせ 
特別企画：『産業廃棄物処理に求められるリスク削減』 

オンライン配信 
地球温暖化が原因といわれる自然災害が多発し、産業廃棄物処理分野でもさらなる脱炭素、温室効果ガ

スの排出削減が求められています。PCB は残留性有機汚染物質（POPｓ）で、POPs 条約で規制されて

いますが、高濃度 PCB 廃棄物の処理はほぼ終了し、低濃度 PCB 廃棄物の処理が急がれる。しかし最近

有機フッ素化合物（PFAS）による汚染が大きな問題になっています。今回の研修会では国等公的な機関

からの産業廃棄物処理に温室効果ガスなどの排出削減に配慮求められる「環境配慮契約法」、「POPs

（Persistent Organic Pollutants：残留性有機汚染物質）の適正な処理」、「高容量リチウム電池等の取扱

い」、「感染性廃棄物処理におけるリスクマネジメント」の 4 講演をしていただき、産業廃棄物のより安

全な処理に生かされることを願っています。皆さん方のご参加をお待ちしています。 

記 

1．ライブ配信日時：2024 年（令和 6 年）3 月 7 日（木）13:30～16:30 

（オンデマンド配信期間：3 月 11 日（月）～4 月 10 日（水）複数回視聴可能） 

2．定員：100 名 

3．ライブ配信視聴・オンデマンド視聴の事前登録申込締切： 3 月 5 日（火） 

4．参加費：会員（会員：本研究会会員及び後援団体会員）6,000 円（消費税込） 

  非会員 12,000 円（消費税込）※当研究会は現在インボイス制度に適合しておりません。 

5．主催者：有害・医療廃棄物研究会 

6．後援：（一社）廃棄物資源循環学会、（公社）日本医師会、（公社）全国産業資源循環連合会、 

（公財）廃棄物・3R 研究財団、（公財）産業廃棄物処理事業振興財団   （依頼中） 

プログラム 

総合司会：担当理事・学術部 石渡 仁深、学術部 鈴木 知巳 

13:30～14:15 開会挨拶・挨拶講演『環境配慮契約法と産業廃棄物処理契約』 

                        研究会会長／株式会社廃棄物工学研究所 代表       田中 勝 

14:15～14:55 基調講演 

『POPs（Persistent Organic Pollutants：残留性有機汚染物質）の適正な処理』 

                              環境省 環境再生･資源循環局 廃棄物規制課 課長補佐  切川 卓也 

14:55～15:05  休 憩 

15:05～15:45 講演『高容量リチウム電池等の取扱いについて』 

                                                 野村興産株式会社 代表取締役社長  藤原 悌 

15:45～16:30 講演『感染性廃棄物処理におけるリスクマネジメントについて』・閉会挨拶 

                                   元国立感染症研究所 主任研究官／研究会副会長  木ノ本雅通 

 

※プログラムは都合により予告無しに変更することがございますのでご了承ください。 

 
 

 

 

 

 

 
 

申込方法：申込書をメールにてお送りいただくと共に下記口座まで参加費をお振込み下さい。 

                         （恐縮ですが振込手数料はご負担下さい)。 

振込先 ：みずほ銀行 渋谷支店（普）２６４４９０１（口座名義：有害医療廃棄物研究会） 

参加方法：参加者には、Zoom の接続方法および講演要旨のダウンロード方法等をメールにて 

          別途お知らせいたします (3 月 5 日前後を予定)。 

問合せ先：有害・医療廃棄物研究会 事務局 

      Tel: 03-5789-2062 Fax: 03-5789-2063  E-mail: iken@tiara.ocn.ne.jp 



 
 
 

講演概要 
 

会長講演 「環境配慮契約法と産業廃棄物処理契約」 

株式会社廃棄物工学研究所代表・有害･医療廃棄物研究会会長  田中 勝 

環境配慮契約法は、２００８年に運用され今年度で１６年の実績がある。この法律の目的や産業廃棄 

物処理の契約における契約類型である裾切り方式等について次の項目順で解説する。 

（１） 「産業廃棄物の処理に係る契約」を環境配慮契約法に含めた経緯 

（２） 「産業廃棄物の処理に係る契約」の「裾切り方式」について 

（３） 「産業廃棄物の処理に係る契約」の評価項目 

 

基調講演 「POPs（Persistent Organic Pollutants：残留性有機汚染物質）の適正な処理」 

環境省 環境再生・資源循環局 廃棄物規制課 課長補佐 切川 卓也 

POPs 廃棄物の中で、PFOS 及び PFOA 含有廃棄物の処理に関する技術的留意事項や POPs 廃棄物の 

適正処理に向けた国内外の動向を説明していただきます。 

 

講演 「高容量リチウム電池等の取扱いについて」 

野村興産株式会社 代表取締役社長・研究会理事  藤原 悌 

廃棄物処理工場などでリチウムイオン電池等による火災事故が多発しており廃棄方法などの周知に 

ついて各団体から様々な取り組みがなされています。しかし DX や IoT の進歩により私たちの生活 

様式の利便性が高まりスマートホームやスマートメーター、そして医療やヘルスケア、超高齢社会 

に突入し様々な課題を抱えている介護においてもデジタル技術を活用したデジタルヘルスなどで小形 

電池の需要は高まってきています。これからもより軽量、高容量の電池が身近に使われるようになり 

ますが今後も取り扱いを間違えると火災や爆発事故が多発することが懸念されます。 

この講演では高容量電の種類別に構造、そして適正な取り扱いなどについて解説します。 

 

講演 「感染性廃棄物処理におけるリスクマネジメントについて」 

元国立感染症研究所 主任研究官・研究会副会長 木ノ本雅通 

第 27 回の本研修会（令 2/3/5 開催）において「感染性廃棄物のリスク」と題する報告をさせて 

いただきました。今回は前回に引き続き、廃棄物を処理する際に起こりうる感染リスクを無駄なく 

低減させるべく方策等について「感染性廃棄物処理マニュアル」に沿った形式で、それぞれの場面を 

想定しながら具体的に提言したいと考えています。 



第 3１回有害・医療廃棄物研修会参加申込書  
（令和 6年 3月 7日(木)） 

申込日   年   月   日 

フリガナ 会員種別（○印をつけてください） 

１．有害・医療廃棄物研究会会員 

２．廃棄物資源循環学会会員 

３．日本医師会会員 

４．全国産業資源循環連合会（県産廃協会員） 

５．廃棄物・３R研究財団会員 

６．産業廃棄物処理事業振興財団会員 

７．学   生  ８．非 会 員 

氏 名 

会員番号 

勤務先名 

 

所属部署名                       役職 

勤務先所在地 

〒 

 

 

 

TEL                  FAX             

E-mail 

＊視聴サイトのＵＲＬをお送りしますので、必ずご記入ください。 

職種･業種（○印をつけてください。回答がその他の場合は具体的に記入してください） 

  医療関係（                 ） 

  収集運搬業      処理容器製造・販売      処理施設製造･販売 

  中間処理業      医薬品製造・販売       プラントメーカー 

  最終処分業      医療機器製造・販売 

  自治体職員      学 生       その他 (                ) 

本研修会を知った理由 

１．研究会からの案内             ２．研究会ホームページ 

３．後援団体からの案内            ４．研究会会員の知人に聞いて 

５．学会等の機関誌（            ）６．雑誌・新聞 （            ） 

７．その他 （               ） 

お振込み予定日をご記入ください。※ご入金を確認できない場合はご参加いただけません。 

 

           月     日 

※ 通信欄（請求書または領収書が必要な方はご連絡下さい。領収証は講演終了後に郵送もしくはメール

にてお送りいたしますので、ご希望をご記入ください。） 

 

 

 

 

 

【送付先】 有害・医療廃棄物研究会事務局 

ＦＡＸ:０３－５７８９－２０６３ 

E-mail : iken@tiara.ocn.ne.jp 
 

 


